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地域GXを動かす実装エコシステム
～成長と共生を実現する連携の条件～

公益財団法人 地球環境戦略研究機関（IGES）
気候変動ユニット リサーチディレクター

田村堅太郎

2026年9月4日 ISAP2026 テーマ別会合２
政府・自治体・支援機関の連携による中小企業・地域のGX推進～成長と共生を実現するGX連携の可能性～



+

1.5℃ロードマップが描く、豊かで持続可能な社会

温室効果ガス排出を、速やか・大幅に減らす

気候リスクが少ない
便利・安全・安心な

くらし
エネルギー自給に

よる発展

新しい社会に適応した、持続的経済成長

日本が直面する様々な社会課題の解決

+
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大幅排出削減と両立する豊かで持続可能な社会の構築に向けたマイルストンを提示

部門別
マイルストーン

部門別CO2排出量の変化

33

 現在、マイルストンに比べ実社
会の動きが遅れている。

 対応時期は今後見直しが必要。

 一方で、やるべきことは大きく
変わらない。



1.5℃ロードマップが示す「変化」と「好機」
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日本のGHG排出量：着実に減少してきたが、目標達成には加速が必要

•過去10年の実績を延
長すると、NDC（政府
目標）や2050年ネッ
ト・ゼロに対し排出量が
超過  
⇒ 削減ペースが足りて
いない

•技術や政策を企業・自
治体の意思決定につな
げ、現場での「実装の
ギャップ」を埋める必要

データ出典：排出・吸収量実績はGHGインベ
ントリから。
実績の延長にあたり、COVID-19で排出量が急
減した2020年は近似から除外



電化とデジタル化による効率・生産性の向上
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再エネ拡大と地域・自然との調和

• 需要側の変化： 中小企業等の省エネ、電化、デジタル化による効率・生産性の向上
• 供給側の変化： 再エネの大幅拡大による土地利用の変化と合意形成

エネルギー需要・供給の大幅な変化：地域では？

〈再エネ電力量の変化〉〈エネルギー需要の変化の内訳〉

(TWh)

成長 共生
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「やらされるGX」から「自ら選ぶGX」へ

成 長

規制・取引先要請に応じて
「渋々やる」脱炭素

経営課題を解決し、
成長するために「やりたい」GX

共 生

域外の利益のために
「負担を押し付けられる」再エネ

地域も自然も豊かにするために
「やりたい」再エネ

共通の出発点：GXを企業経営と地域の言葉に翻訳し、地域に価値と選択肢を返す
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IGESの活動① 来春正式設立を目指す

地域GXを推進するリーダー同士の知見共有の場づくり： Japan CGO Network

CGO（チーフ・グリーン・オフィサー）とは、ＧＸを自治体全体の総合政策として統括する司令塔機能
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IGESの活動②

現場で直面する脱炭素の悩みに寄り添う伴走ツール： 自治体職員向けAIチャットボット

本日ベータ版公開！

本ツールは、現在ベータ版として公開しております。
下記にお問合せいただければアクセス方法をご案内いたします。
問合せ・申込先： cgonetwork@iges.or.jp

※当面の間は自治体職員の方向けの限定公開とさせていただきますので、ご了承ください。
皆様からのフィードバックによって、このツールを共に育てていただけましたら幸いです。

mailto:cgonetwork@iges.or.jp
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IGESの活動③

揺れる「再エネ」をファクトに基づき中立的に解説： 再エネポータル

2026年7月公開
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IGESの活動④

「ありたき姿」と「現在地」を分析： ネット・ゼロ進捗分析

日本全体での進捗は？何が遅れているか？

 部門ごとに分解した排出削減の進捗と目標と
のギャップの分析

 電力脱炭素化の進捗分析

必要なアクションは？

 再エネ拡大加速に向けて必要な変化のまとめ

企業・自治体等のアクターが
今後の戦略を検討するに
あたっての参照情報を提供

近日公開予定
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本日の議論｜地域の主体性を成立させる条件

1
意味づける

GXを経営課題・地域課題の
言葉に翻訳し、動機につなげる

2
選べるようにする

地域に価値が残るよう
便益・負担を見える化する

3
行動を支える

自治体・中小企業が支援を活用し
自ら判断・実行できる力をつくる

前半｜成長 中小企業がGXを「経営戦略」として選ぶには？

後半｜共生 地域が再エネを「地域づくりの手段」として選ぶには？

そのために、政府・自治体・支援機関・企業はどう連携すべきか
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